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マランツのスーパーオーディオCDプレーヤーをお買い上げいただき、ありがとうございます。
ご使用の前に、この取扱説明書をお読みになり、正しくお使いください。
お読みになったあとは、「保証書」とともに大切に保存してください。

なお、お買い上げいただきました製品は、厳重な品質管理のもとに生産されておりますが、ご不審な箇所
などありましたら、お早めにお買い上げ店、当社お客様ご相談センター、または最寄りの当社営業所／
サービスセンターにお問い合わせください。

• リモコン ...............................................................1個

• 単4乾電池 ............................................................2個

• 電源コード ...........................................................1本

■ 付属品の確認

製品を箱から出したらまず下記の付属品がそろっているか確認してください。

• オーディオケーブル（赤・白） ...........................1組

• リモート接続ケーブル（オレンジ） .................1本

• 取扱説明書（本書） ..............................................1冊

• 保証書（箱に貼付） ..............................................1枚
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安全上のご注意
ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みになり、正しくお使いください。

お読みになったあとは、いつでも見られる場所に保証書と共に必ず保管してください。

絵表示について

この「安全上のご注意」は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未
然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷

を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能

性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を

示しています。

記号は禁止の行為であることを告げるものです。
図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

△記号は注意を促す内容があることを告げるものです。
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は指をはさまれないように注意）が描かれ
ています。

●記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。
図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜く）が描
かれています。

警告

注意
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安全上のご注意

警　告

● 万一、煙が出ている、変なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用すると火災・感電の
原因となります。すぐに本機の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜い
てください。煙が出なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼ください。

● 本機の開口部などから内部に金属類や燃えやすいものなどの異物を差し込んだり、落し込ん
だり、水を入れないでください。火災・感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭で
はご注意ください。万一、本機の内部に水や異物が入った場合は、まず本機の電源スイッチ
を切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると
火災・感電の原因となります。

● 電源コードの上に重いものをのせたり、電源コードが本機の下敷にならないようにしてくだ
さい。電源コードに傷がついて、火災・感電の原因となります。電源コードの上を敷物など
で覆うことにより、それに気付かず、重い物をのせてしまうことがあります。

● 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、熱器
具に近づけて加熱したりしないでください。コードが破損して、火災・感電の原因となります。

● 電源コードが傷んだら（芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。そのまま使
用すると火災・感電の原因となります。

● 万一、本機を落したり、キャビネットを破損した場合は、本機の電源スイッチを切り、電源
プラグをコンセントから抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災・感電の
原因となります。

● 電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張らないでください。コードが傷つき、火災・感
電の原因となることがあります。必ずプラグを持って抜いてください。

● 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因となることがあります。

● 雷が鳴り出したら、電源プラグには触れないでください。感電の原因となります。

● 本機に付属している電源コードのみ使用してください。他の機器の電源コードを本機に使用
しないでください。また、付属の電源コードは本機以外には使用しないでください。電流容
量などの違いにより火災・感電の原因となります。

● 風呂場や窓ぎわで雨などがかかるおそれのある所等の水滴がかかる場所では使用しないでく
ださい。火災・感電の原因となります。

● 本機に水が入ったり、ぬらさないようにご注意ください。火災・感電の原因となります。雨天、
降雪中、海岸、水辺での使用は特にご注意ください。

● 表示された電源電圧（交流100ボルト）以外の電圧で使用しないでください。火災・感電の原
因となります。

● 本機を使用できるのは日本国内のみです。電源周波数は50Hz 地域または60Hz地域でご使用
できます。船舶などの直流（DC）電源には接続しないでください。火災の原因となります。

● 本機の開口部をふさがないでください。開口部をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因と
なります。本機には、内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などに開口部があけ
てあります。次のような使い方はしないでください。
• 本機をあお向けや横倒し、逆さまにする。
• 本機を押し入れ、専用のラック以外の本箱など風通しの悪い狭い所に押し込む。
• テーブルクロスをかけたり、じゅうたん、布団の上において使用する。
• 本機の上に物を置く。

● 本機の上にろうそく等の炎が発生しているものを置かないでください。
 火災の原因になります。
● 本機の上に花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器や小さな金属物を
置かないでください。こぼれたり、中に入った場合、火災・感電の原因となります。

● エアコンの下に置かないでください。エアコンから水滴が滴下した場合、汚損・故障・火災・
感電の原因となります。

● 本機の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対外さないでください。内部には電圧の高い部分
があり、感電の原因となります。内部の点検・整備・修理は販売店にご依頼ください。

● 本機を改造しないでください。火災・感電の原因となります。
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OPTRC_090130F1

● オーディオ機器を接続する場合は、各々の機器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、説明
に従って接続してください。また、接続は指定のコードを使用してください。指定以外のコー
ドを使用したり、コードを延長したりすると発熱しやけどの原因となることがあります。

● 電源を入れる前には、音量（ボリューム）を最小にしてください。突然大きな音がでて聴力障
害などの原因となることがあります。

● 長時間音が歪んだ状態で使わないでください。スピーカーが発熱し、火災の原因となること
があります。

● 不要になった電池を廃棄する場合は、テープなどで絶縁をし、お住まいの地方自治体の指示
（条例）に従って処理してください。
● 電池は火のそばや直射日光のあたるところ、炎天下の車内、熱器具の近くなど高温の場所に
置かないでください。

● 電源のスイッチを切っても電源からは完全に遮断されていません。
● 万一の事故防止のため、本製品を電源コンセントの近くに置き、すぐに電源コンセントから
プラグを抜けるようにしてご使用ください。

● 旅行などで長期間、この機器をご使用にならない時は安全のため必ず電源プラグをコンセン
トから抜いてください。

● お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。
● 移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜き、機器間の
接続コードなど外部の接続コードを外してから行ってください。コードが傷つき、火災・感
電の原因となることがあります。

● 調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場所や湿気やほこりの多い場所に置か
ないでください。火災・感電の原因となることがあります。

● ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所や振動のある所に置かないでください。落ち
たり、倒れたりしてけがの原因となることがあります。

● 次のような異常に温度が高くなる場所に放置しないでください。キャビネットや部品に悪い
影響を与え、火災の原因となることがあります。
• 窓を閉めきった自動車の中
• 直射日光が当たる場所
• 火や暖房器具など熱を発生する機器の近く

● 本機の上に重いものや外枠からはみ出るような大きなものを置かないでください。バランス
がくずれて倒れたり、落下して、けがの原因となることがあります。

● 本機の上にテレビやオーディオ機器などを載せたまま移動しないでください。倒れたり、落
下して、けがの原因となることがあります。

● 本機に乗ったり、ぶら下がったりしないでください。特にお子様にはご注意ください。倒れ
たり、こわしたりして、けがの原因となることがあります。

● レーザー光源をのぞき込まないでください。レーザー光が目に当たると視力障害を起こすこ
とがあります。

● 5年に一度くらいは機器内部の掃除を販売店などにご相談ください。
 機器の内部にほこりがたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることが
あります。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。なお、掃除費用に
ついては販売店などにご相談ください。

● お子様がディスク挿入口に、手を入れないようにご注意ください。けがの原因となることが
あります。
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本機の特長

本機はスーパーオーディオ CDの持つサウンドパフォーマン
スを高度に再生します。主に次のような特長があります。

• ディファレンシャル入力の HDAMによるローノ
イズ低歪フィルター回路と高速 HDAMSA2 送り
出しアンプ

• CD-R/CD-RWディスク再生対応

• 本機指定ファイル形式のWMAまたはMP3 が記
録されたCD-R/RW/ROMディスク再生対応

• トロイダルトランス

電源トランス特有の振動と漏洩磁束の少ないトロイダル型電
源トランスを搭載しました。リング状コアの材料と製造工程
を厳しく管理することで振動を軽減し、トランス外周に取り
付けられたコアリングとショートリングは漏洩磁束を軽減し
ています。

• 厳選されたオーディオ用部品を搭載

電源ブロックコンデンサにはSA-7S1 で使用したものと同様
のカスタム品を搭載しています。その他、電源部整流ダイオー
ドやレギュレータなどに高級機にふさわしい部品を使用して
おります。

• ヘッドフォン回路パーツのグレードアップ

フルディスクリート構成のヘッドフォン出力回路を搭載し、
高い評価をいただいたSA-15S1の回路、パーツをブラッシュ
アップし、さらに質感と表現力を向上させました。

• DACモード

本機のDIGITAL AUDIO IN 端子と CDトランスポートやMD
レコーダー等、デジタル出力を備えた機器を接続することに
よって、本機をD/A コンバーターとして使用することができ
ます。
本機内蔵の高性能、高音質の回路を通して音楽を再生するこ
とによって、音楽の表現力を一段と向上することができます。

• ダブル・レイヤード･シャーシ

• 高級削り出しアナログ・オーディオ出力端子

• 高剛性シャーシ（SA-13S2）

トップカバーは 5mm厚のアルミ無垢材を採用しました。
またメインシャーシ、リアパネル、内部シャーシは銅メッキ
鋼板を使用しています。

OPEN/
CLOSE PLAY

STOP

PAUSE

SUPER AUDIO CD PLAYER SA-13S2SUPER AUDIO CD PLAYER SA-13S2
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本機で再生できるディスクについて

1. スーパーオーディオ CD

スーパーオーディオ CD規格はダイレクト・ストリーム・デ
ジタル（Direct Stream Digital）（DSD）技術に基づいています。
このダイレクト・ストリーム・デジタル・フォーマットは、
従来のオーディオ CDよりも 64 倍のサンプリング周波数を
有する 1ビットシステムから構成されています。
それによって、100kHz 以上におよぶ周波数範囲及び可聴周
波数帯全域でダイナミックレンジ 120dB の素晴らしいサウ
ンドが生まれます。
可能な限り多くの周波数分布をミックスすることにより、可
聴域のオーディオ情報がよりいっそう自然に聞こえるように
なります。
つまり、すべての可聴周波数は音源から発せられる周波数範
囲内に組み込まれます。
これによって、リアリティーのある音場が再現されます。

スーパーオーディオCDには、以下の3つのタイプがあります。

• シングルレイヤー・ディスク

• デュアルレイヤー・ディスク

• ハイブリッドレイヤー・ディスク

ディスクタイプ

シングルレイヤー
ディスク

デュアルレイヤー
ディスク

ハイブリッドレイヤー
ディスク

HDレイヤー HDレイヤー HDレイヤーCDレイヤー

また、各々のタイプは、情報が記録される 2つの領域、

• 高音質ステレオエリア

• 高音質マルチチャンネルエリア** 

を持つことができます。

• シングルレイヤー・ディスク
 高音質ステレオと高音質マルチチャンネル **の両方の情報
エリアを持つことができます。

• デュアルレイヤー・ディスク
 高音質ステレオと高音質マルチチャンネル ** の両方の情
報エリアを持つことができますが、第二レイヤーの存在に
よって2倍の情報量をディスクに記憶することができます。

• ハイブリッドレイヤー・ディスク
 高音質ステレオと高音質マルチチャンネル **の両方の情報
エリアを持てるだけでなく、第二レイヤーにはCDレイヤー
も持てるため、CDプレーヤーでの再生が可能となります。

1 既存のCDプレーヤーで
 再生可能なCDレイヤー

Hybrid Super Audio CDディスク

高密度レイヤーは次の内容で構成されます。
2    - 高音質ステレオ
3    - 高音質マルチチャンネル**

記録されるトラック数は、レイヤーによって違うことがあり
ます。

** 本機はステレオ専用プレーヤーですので高音質マルチ
チャンネルエリアは再生できません。（マルチチャンネ
ルエリアは認識しません）

2. オーディオ（音楽）CD（CDDA）

オーディオ CDはミュージックトラックのみで構成されてい
ます。

3. CD-R／CD-RW

• CD-R や CD-RWの再生では必ずTOC* が正しく記録され
ていることが必要です。CDレコーダーではTOC情報を書
き込むことをファイナライズ（Finalize）といい、この作業が
正常に完了していないディスクは、普通のCDプレーヤー
やスーパーオーディオ CDプレーヤーではオーディオ CD
として正しく認識されず再生することができませんので十
分ご注意ください。詳しくはCDレコーダーの取扱説明書
をご覧ください。

* TOC（トック）とはTable Of Contents の略で、ディスク
の総曲数や総再生時間などの目次情報のことです。

• CD-RWディスクを再生する場合、プレーヤーの設定を一
部変更するため、オーディオCDや CD-R に比べ TOCの
読み込みに若干時間がかかることがあります。
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本機の特長
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ご使用の前に
■ 設置場所
本機を末永くご使用いただくために、次のような場所には設
置しないでください。

• 直射日光が当たる所 

• 暖房器具など熱を発生する機器が近い所

• 湿気の多い所や風通しの悪い所

• ほこりの多い所

• 振動のある所 

• ぐらついた台の上や傾斜のある不安定な所

• 窓ぎわで雨などがかかるおそれのある所

• 天地の狭いオーディオラックなど放熱を妨げる所

 放熱のため、本機を下図の通りに壁や他の機器等から離し
て設置してください。

• アンプ等の発熱の多いものの上

※ アンプ等の発熱の多いものの上に直接置いた場合、
レーザー等の劣化の原因になります。

右側方
10cm以上

上方10cm以上

左側方
10cm以上

後面
10cm以上

■ 上に物をのせない

• 本機の上に物をのせないでください。

■ ご使用いただく電源電圧・周波数

• 電源電圧は、交流 100Vをご使用ください。

• 電源周波数は、50Hz 地域、または 60Hz 地域どちらでも使
用できます。

■ 電源コードの取扱い

• 濡れた手で触れないでください。

• 電源コードは、かならずプラグを持って抜いてください。

 コードを強くひっぱったり、折曲げたりしますと、コード
がいたみ、感電や火災の原因になります。

• お出かけ前には、かならずプラグを抜く習慣をつけましょ
う。

■ セット内部の修理

• 注油しますと故障の原因になりますのでさけてください。

• 専門知識を持つ技術者以外の方は、ピックアップ部分及び
セット内部の修理は行わないでください。

■ 使用上の注意

• 冬、暖房のきいた部屋の窓がくもったり水滴がついたりし
ます。この現象を結露といいます。スーパーオーディオ
CDプレーヤーは、光学レンズを使用していますので次の
ような場合に結露が起きることがあります。

 •  暖房開始直後の部屋

 • 湿気が多い部屋

 •  寒いところから、急に暖かい部屋に持ち込んだとき

 このようなときは、曲数の読み込みができず、プレーヤー
が誤動作することがありますので 30 分位待ってから使用
してください。

• 本機がチュ－ナーやテレビに妨害を与えることがあります。
このようなときは、チュ－ナーやテレビとの距離を離して
設置してください。

• アナログ式レコードに比べ非常にノイズが少なく、再生
がはじまるまでノイズは殆ど聴き取れません。アンプのボ
リュームを上げすぎますと他のオーディオ機器を破損する
ことがありますので、ご注意ください。

• パソコン用のCD-ROMや、ゲームCD、ビデオCD、DVD
（ビデオ／オーディオ）、DTS-CD、などは再生できません。

• 市販されているレンズクリーナーは、レンズを破損させる
恐れがありますのでご使用にならないでください。

• ヘッドホンを本機に接続して演奏を聴くときに、本機と接続
しているアンプ、レシーバまたはステレオシステムの電源ス
イッチが切られていると、本機と接続している機種（例えば
入力ショート型のような機種）によっては演奏中の音声がか
わる事がありますが、本機の故障ではありません。
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ご使用の前に

リモコンの使用について

■ リモコンに乾電池を入れる
付属のリモコンを最初にご使用になる前に、リモコンに乾電
池を入れてください。
付属の乾電池はリモコンの動作確認用です。

1. 裏ぶたをはずします。

2. 電池のª·を正しく入れます。

単 4電池（R03）2本

3. カチッと音がするまでしめます。

■ 乾電池の取り扱い方について
乾電池を誤って使用すると、液もれや破裂、腐食などの原因
となることがあります。以下の注意をよく読んでご使用くだ
さい。

• 長期間（1ヶ月以上）リモコンを使用しないときは、電池を
取り出しておいてください。

• 古い乾電池と新しい乾電池を一緒に使用しないでください。

• 乾電池のプラスªとマイナス·向きを機器の表示通り正
しく入れてください。

• 乾電池は同じ形状のものでも電圧の異なるものがあります。
種類の違う乾電池を混ぜて使用しないでください。

• 液もれを起こしたときは、ケース内に付いた液をよく拭き
取ってから新しい電池を入れてください。

• 不要になった電池を廃棄する場合は、各地の地方自治団体
の指示（条例）に従って処理してください。

■ リモコンの使用できる範囲
リモコンと本機の操作可能範囲は下図のとおりです。

約5m

リモコン

使用上の注意

• リモコンの受光部に直射日光やインバーター蛍光灯
などの強い光を当てないでください。リモコンが操
作できない場合があります。

• リモコンを操作すると、赤外線で操作する他の機器
を誤動作させることがありますのでご注意ください。

• リモコンとリモコン受信部の間に障害物があると操
作できません。

• リモコンの上に物を置かないでください。ボタンが
押し続けられた状態になり、電池が消耗してしまう
ことがあります。
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OPEN/
CLOSE PLAY

STOP

PAUSE

SUPER AUDIO CD PLAYER SA-13S2SUPER AUDIO CD PLAYER SA-13S2

oy u !2

!4!5!6wer q

!0 !1i

t !3

q POWER ON/OFF スイッチ
本機の電源をON/OFF するスイッチです。
スイッチを押すと表示窓が点灯し、電源が入ります。もう一
度押すと、表示窓が消灯し、電源が切れます。
15ページ参照

w DAC MODE（DACモード）ボタン
DAC MODE（DACモード）インジケーター

本機をD/Aコンバーターとして使用するときに押すボタンで
す。
ボタンを押して本機がDACモードになると、DAC MODE イ
ンジケーターが点灯します。
24ページ参照

e SOUND MODEボタン
スーパーオーディオ CDディスクのサウンドモードを選択す
るボタンです。

r 4/1（トラック スキップ／サーチ）ボタン
16 ページ参照

t ¡/¢（サーチ／トラック スキップ）ボタン
16 ページ参照

y 0（オープンクローズ）ボタン
15 ページ参照

u DISPLAY OFF（ディスプレイオフ）
インジケーター

25 ページ参照

i 赤外線受光部
リモコンからの赤外線コントロール信号を受光します。

o イルミネーションランプ
表示窓が点灯しているとき点灯します。
常に消灯する様に設定することもできます。25ページ参照

!0 ディスクトレイ
ディスクをのせるトレイです。15ページ参照

!1 LCD ディスプレイ
13 ページ参照

!2 2（プレイ）ボタン
15 ページ参照

!3 7（ストップ）ボタン
15 ページ参照

!4 8（ポーズ）ボタン
15 ページ参照

!5 LEVEL（ヘッドホンレベル）つまみ
ヘッドホンの音量を調整するつまみです。右に回すとヘッド
ホンの音量が大きくなります。

!6 PHONES（ヘッドホン）端子
ヘッドホンを接続する端子です。ヘッドホンは標準プラグの
ものをご使用ください。

前面
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z

x

n

.

⁄6

⁄8
⁄9¤1

¤2
¤3

¤4

¤5

¤6

¤7

¤0

⁄7

m

c
v
b

,

⁄0

⁄1

⁄2
⁄3
⁄4
⁄5

z SOUND MODE（サウンドモード）ボタン
23 ページ参照

x VOLUME（ボリューム）3／4ボタン
マランツ製のリモコン付きアンプをご使用の場合、音量調節
をすることができます。

c MUTE（ミュート）ボタン
マランツ製のリモコン付きアンプをご使用の場合、ミュー
ティング機能の操作ができます。

v INPUT（インプット）3／4ボタン
マランツ製のリモコン付きアンプをご使用の場合、インプッ
ト切り替えを操作することができます。ただし、旧モデルで
は対応していない場合があります。

b ENTER ボタン
MENUによる設定を確定するときに使用します。

n 8（ポーズ）ボタン
15 ページ参照

m 2（プレイ）ボタン
15 ページ参照

, 4、 ¢（トラックスキップ）ボタン
16 ページ参照

. 7（ストップ）ボタン
15 ページ参照

⁄0 1、 ¡（サーチ）ボタン
16 ページ参照

⁄1 RANDOM（ランダム）ボタン
21 ページ参照

⁄2 PROG.（プログラム）ボタン
21 ページ参照

⁄3 REPEAT（リピート）ボタン
20 ページ参照

⁄4 CLEAR（クリア）ボタン
22 ページ参照

⁄5 AMS（オートマチック ミュージック スキャン）
ボタン

22 ページ参照

⁄6 0-9（数字）ボタン
16 ページ参照

⁄7 DC FILTER ボタン
本機では使用しません。

⁄8 NOISE SHAPERボタン
本機では使用しません。

⁄9 PHASE INVERTERボタン
本機では使用しません。

¤0 EXTERNAL CLOCKボタン
本機では使用しません。

リモコン
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¤1 DIGITAL OUT（デジタルアウト）ボタン
オーディオCD信号のデジタル出力のON／OFF 設定をする
ときに押します。24ページ参照

¤2 FILTER（フィルター）ボタン
デジタルフィルターの設定をするときに押します。
ボタンを押すたびに下記のように切り替わります。
FIL1 → FIL2 → FIL1
25 ページ参照

¤3 MENU（メニュー設定）ボタン
Timer Play の設定、スタートサウンドモードを設定するとき
に押します。

¤4 TIME（タイム）ボタン
時間表示を切替えるときに押します。
20ページ参照

¤5 DISPLAY（ディスプレイ）ボタン
表示窓の点灯、消灯を切替えます。
電源を切っても最後に設定した状態が保持されます。

¤6 DAC MODE（DACモード）ボタン
本機をD/A コンバーターとして使用するときに押すボタンで
す。24ページ参照

¤7 OPEN/CLOSE（オープンクローズ）ボタン
15 ページ参照

各部の名称

OUTIN

MODEL NO.  SA-13S2

EXTERNAL
INTERNAL

COAXIAL OPTICALOPTICAL

qwry tu e

後面

q 電源コード接続端子
付属の電源コードを使用して、ご家庭の電源コンセントに接
続してください。

万一の事故防止のため、本機から電源コードが外せ
る配置にしてください。

w EXTERNAL／INTERNAL
（エクスターナル／インターナル）スイッチ

スイッチはお買い上げ時 INTERNAL に設定されていて、本
機に内蔵されているリモコン信号受光部を使用できます。
当社製品と付属の接続ケーブルでリモートコントロール端子
に接続する場合は、スイッチを EXTERNAL に切り替えて使
用します。18ページ参照

e REMOTE CONTROL IN／OUT
（リモートコントロール入出力）端子

当社製品でリモートコントロール端子を装備した機種と、付
属のリモート接続ケーブルで接続する端子です。18ページ参
照

r DIGITAL AUDIO OUT OPTICAL
（光デジタル出力）端子

再生中のオーディオCD信号をデジタル出力する光出力端子
です。17ページ参照

t DIGITAL AUDIO OUT COAXIAL
（同軸デジタル出力）端子

再生中のオーディオCD信号をデジタル出力する同軸出力端
子です。17ページ参照

y DIGITAL AUDIO IN OPTICAL
（光デジタル入力）端子

本機をD/Aコンバーターとして使用するとき、デジタル入力
を接続する光入力端子です。18ページ参照

u ANALOG OUT（アナログ出力）端子
再生中の音楽信号を出力する端子です。14ページ参照
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TRK CD D OFF REMAIN TTLM FILEPROGRPT1

FIL 1 2 RNDM AMS

a sd f g h

¡4¡5¡6

j k l ¡0 ¡1 ¡2 ¡3

a FIL 1 2（フィルター1、フィルター2）
インジケーター

現在、フィルター1、フィルター2のうち、どのフィルター
が選択されているかを表示します。

s 1（リピート）インジケーター
1 曲リピート再生時に点灯します。

d RPT（リピート）インジケーター
リピート再生時に点灯します。

f PROG（プログラム）インジケーター
プログラム再生時に点灯します。

g RNDM（ランダム）インジケーター
ランダム再生時に点灯します。

h TRK（トラック）インジケーター
再生中の曲番（トラックナンバー）などの表示の上に点灯しま
す。

j AMS（オートマチックミュージックスキャン）
インジケーター

AMS再生時に点灯します。

k SUPER AUDIO CD インジケーター
ディスクトレイ内のディスクの種類を表示します。
（スーパーオーディオCD）

l CD インジケーター
ディスクトレイ内のディスクの種類を表示します。
（オーディオCD）

¡0 M FILE インジケーター
ディスクトレイ内のディスクの種類を表示します。
（WMA/MP3）

¡1 D OFF（デジタル出力OFF）インジケーター
オーディオ CD信号のデジタル出力設定がOFF に設定され
ているときに点灯します。24ページ参照

¡2 REMAIN（リメイン）インジケーター
トラックの残り再生時間を表示すると、その上に点灯します。

¡3 TTL（トータルタイム）インジケーター
総残り時間や、総プログラム時間を表示すると、その上に点
灯します。

¡4 メイン表示部
再生するディスクの時間表示、文字情報、設定メニューなど
を表示します。

¡5 8（ポーズ：一時停止）インジケーター
一時停止時に点灯します。

¡6 3（プレイ：再生）インジケーター
再生時に点灯します。

表示窓
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基本接続
アンプ、CDレコーダーなどと本機を接続します。正しく接続
を行なうため、接続する機器の取扱説明書をお読みください。
また、接続するときは各機器の電源を必ず切ってください。

アンプとの接続

本機をステレオアンプや AVアンプにオーディオ接続コード
を使用して接続します。
接続するときはプラグを端子にしっかり差し込んでください。
しっかり差し込まないと雑音の原因となります。

3

12

3

12

IN

COAOPTICAL

:

（赤） （白）

（赤） （白）

オーディオ接続コード（付属）

信号の流れ

アンプ

ご注意

アンプの PHONO入力端子には接続しないでください。

電源コードとの接続

1. 付属の電源コードをプレーヤーの背面の電源コード接
続端子に差し込んでください。

MODEL NO.  SA-13S2

EXTERNAL
INTERNAL

2. 電源コードをコンセントに差し込んでください。
3. 接続したオーディオ機器（アンプ等）の電源スイッチを

入れてください。その際オーディオ機器のセレクトボタ
ンは本機と接続した入力を選択してください。
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通常の再生のしかた

■ プレーヤーの再生

OPEN/
CLOSE PLAY

STOP

PAUSE

SUPER AUDIO CD PLAYER SA-13S2SUPER AUDIO CD PLAYER SA-13S2

1. 4.2. 3.

1. POWERスイッチを押し、電源を入れます。
 ディスプレイ

 表示は“Power On”→“TOC Reading”→“No Disc”
（ディスクが入っていない場合）へ変わります。

ご注意

本機はディスクの TOC読み取り後、そのディスクに記
録されている総曲数や総再生時間を表示しません。
また、スーパーオーディオ CDや CDのテキストを表
示しません。

2. 0ボタンを押します。

 ディスクトレイがでてきますので、そこにレーベル面を
上にして、ディスクをのせます。

 シングル（8cm）CDは、トレイ中央のくぼみに合わせて
のせてください。

3. 0ボタンを押します。

ご注意

ディスクトレイは手で押し込まないでください。不良
の原因となります。

4. 2ボタンを押します。

 ディスクの種類を自動的に判別し、再生を始めます。
 ディスプレイには曲番・曲の再生経過時間（分、秒）が表

示されます。

• スーパーオーディオCD/CDのハイブリッドディスク
（7ページ）の場合、スタートサウンドモード（→ 23
ページ）で設定されたレイヤーが再生されます。レイ
ヤーを変更したいときは SOUND MODEボタンで切
替えてください。（→ 23ページ）

 （例：6曲目、経過時間2分8秒の場合）

再生中の曲番 分 秒

最後の曲の再生が終わると、自動的に止まります。

● 再生を停止するには
7ボタンを押します。

● ディスクを取り出すには
0ボタンを押してディスクトレイを開き、ディスクを取り出
し、もう一度押して閉じます。
本機を使わないとき、ディスクトレイは必ず閉めておいてく
ださい。

● 再生を一時停止するには
8ボタンを押します。
“8”（ポーズ）インジケーターが点灯し、再生はボタンを押し
た所で一時停止されます。再生を再開するには、もう一度 8

ボタンを押すか 2ボタンを押します。
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基本操作

聴きたい曲（トラック）を再生する

OPEN/
CLOSE PLAY

STOP

PAUSE

SUPER AUDIO CD PLAYER SA-13S2SUPER AUDIO CD PLAYER SA-13S2

¡ ¢ 4 1

数字ボタン
0～ 9

■ 曲番を指定して再生する
（ダイレクトサーチ）

リモコンの数字ボタン（0～ 9）で再生する曲番を指定します。
（例）
 3 曲目 ： 数字ボタン 3を押す。
 12 曲目 ：  数字ボタン 1を押し、続けて 2を押します。

（約 1.5 秒以内に押してください。）

● 数字ボタンを押し間違えたときは

ディスクにない曲番を指定すると、この操作をする前の表示
に戻ります。
もう一度、正しい数字ボタンを押します。

■ 前の曲や次の曲を再生する
（トラック スキップ）

● 再生中の曲より後の曲を聴くには

進めたい曲数分だけ本体またはリモコンの¢ボタンを押し
ます。

● 再生中の曲より前の曲を聴くには

再生中に本体またはリモコンの4ボタンを 1度押すとその
曲の頭に移ります。
続けて戻したい曲数分だけ本体またはリモコンの4ボタン
を押します。

聴きたい部分を再生する（サーチ）

OPEN/
CLOSE PLAY

STOP

PAUSE

SUPER AUDIO CD PLAYER SA-13S2SUPER AUDIO CD PLAYER SA-13S2

¡ ¢ 4 1

再生中に本体の4、¢ボタンを 1秒程度押し続けるかリ
モコンの1、¡ボタンを押すと、サーチを開始します。
その後本体の4、¢ボタン、リモコンの1、¡ボタン
を押すとサーチスピードを変更することができます。
サーチの速度は4段階で1→ 2→ 3→ 4→ 1と変化します。
速度は 4が最も速くサーチします。
聴きたい部分が近づいてきたら 2ボタンを押してください。

ご注意

サーチ操作中に音声は出力されません。
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応用接続

デジタルオーディオ出力端子との接続

本機はデジタル出力端子をOPTICAL（光）・COAXIAL（同軸）各 1系統装備しています。
本機とCDレコーダーなどのデジタル録音機器を接続すると、デジタル録音がお楽しみいただけます。

• 接続後、CD停止時にリモコンのDIGITAL OUTボタンを押して、DIGITAL AUDIO OUT端子からのオーディオCD信号のデジ
タル出力をONに設定してください。
 リモコンのボタンを押す度にデジタル出力ON/OFF が繰り返され、デジタル出力OFF時には LCDディスプレイに“D OFF”が
点灯します。
 デジタル出力しないときはデジタル出力をOFFに設定すると、より良い音質で楽しむことができます。

ご注意

DIGITAL AUDIO OUT 端子（OPT.、COAX.）からはオーディオ CDまたはスーパーオーディオCDの CDレイヤー再
生時のときのみ出力されます。その他メディア再生時のときは出力されません。

■ COAXIAL（同軸）出力端子を接続する
市販の同軸デジタル接続ケーブルを使用します。

EXEXTERNALINPUTINPUT

ANALOG IN/OUTANALOG IN/OUT

OUTPUTOUTPUT
OUTPUTOUTPUT

RR

LL

DIGITAL IN/OUTDIGITAL IN/OUT

INPUTINPUT

OPTICAL OPTICAL COAXIALCOAXIAL

INPUTINPUT OUTPUTOUTPUT

OUTIN

MODEL N

EXTERNAL
INTERNAL

COAXIAL OPTICALOPTICAL

: 信号の流れ  同軸デジタル
  接続ケーブル（市販）

CDレコーダー、MDデッキ、AVアンプなど

■ OPTICAL（光）出力端子を接続する
市販の光デジタル接続ケーブルを使用します。プラグがカチッ
と音がするまで確実に差し込んでください。光デジタル接続
ケーブルは折り曲げたり、束ねたりしないでください。

INPUTINPUT OUTPUTOUTPUT
MD/CDMD/CDMDMD

DIGITAL IN/OUTDIGITAL IN/OUT

INPUTINPUT

ANALOG IN/OUTANALOG IN/OUT

OUTPUTOUTPUT
MDMD MDMD COMMONCOMMON

L

R

OPTICALOPTICAL

CDCD

OUTIN

MODEL N

EXTERNAL
INTERNAL

COAXIAL OPTICALOPTICAL

: 信号の流れ  光デジタル接続ケーブル
（市販）

CDレコーダー、MDデッキ、AVアンプなど
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応用接続

デジタルオーディオ入力端子との接続

本機とCDトランスポートやMDレコーダー等、デジタル出
力を備えた機器を接続すると、本機をD/Aコンバーターとし
て使用することができます。

ご注意

本機に入力できるのは、サンプリング周波数が 32kHz、
44.1kHz、48kHz、64kHz、88.2kHz、96kHz のリニア
PCM信号です。
CD-ROM、ドルビーデジタル、DTS、AACなどのリニ
ア PCM信号以外の信号は入力しないでください。雑
音が発生し、スピーカーを破損する恐れがあります。

INPUTINPUT OUTPUTOUTPUT
MD/CDMD/CDMDMD

DIGITAL IN/OUTDIGITAL IN/OUT

INPUTINPUT

ANALOG IN/OUTANALOG IN/OUT

OUTPUTOUTPUT
MDMD MDMD COMMONCOMMON

L

R

OPTICALOPTICAL

CDCD

OUTIN

MODEL N

EXTERNAL
INTERNAL

COAXIAL OPTICALOPTICAL

: 信号の流れ

  光デジタル接続ケーブル
（市販）

CDレコーダー、MDデッキ、AVアンプなど

リモートコントロール端子

付属のリモートコントロールケーブルを使って、本機を他の
マランツ製オーディオ機器に接続すると、システムとして接
続した機器をリモートコントロールできます。

• リモートセンサーを搭載している機器と接続するとき、本機
の“REMOTE CONTROL IN”と接続する機器の“REMOTE 
CONTROL OUT”端子を接続してください。
 このとき、本機のスイッチを“EXTERNAL”に設定してくだ
さい。本機のリモコン赤外線受光部が動作しなくなり、接
続した機器のリモコン赤外線受光部を通して操作すること
ができます。

OUTIN

MODEL NO.  SA-13S2

EXTERNAL
INTERNAL

COAXIAL OPTICALOPTICAL

:

  リモート接続ケーブル（付属）

信号の流れ
アンプ

EXT.に設定
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タイマープレイ

本機では市販の外部オーディオタイマーと連動したタイマー
プレイができます。
図のように本機の電源コードをオーディオタイマーの電源ソ
ケットに差し込んでください。

※ オーディオタイマーへの接続、および操作についてはオー
ディオタイマーの取扱説明書を参照してください。

オーディオタイマー

■ タイマープレイの設定

3.
4.

4.

2.
5.

1. POWERスイッチを押し、電源を入れます。
2. リモコンのMENUボタンを押します。
3. 表示部に“TIMER PLAY=>”を表示させ、リモコンの

ENTERボタンを押します。

4. 4、¢ボタンで“2 ON”を表示させ、リモコンの
ENTERボタンを押します。

5. リモコンのMENUボタンを押し、設定を終了します。
6. 再生するディスクを本機に挿入します。
7. オーディオタイマーを設定します。

ご注意

本機がリピートモード、ランダムモードのときはメ
ニュー設定に入ることができません。

応用接続
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時間表示を切替える

TIME

リモコンの TIMEボタンを押します。
TIMEボタンを押すごとに時間表示は下記の順に変わります。

曲の経過時間

総残り時間

曲の残り時間

• 曲の残り時間

 （再生している所から、その曲の最後までの再生残量時間）

“REMAIN”を表示

• 総残り時間

 （再生している所から、最後の曲までの総再生残量時間）

“REMAIN TTL”を表示

総残り時間の時はTrack 表示はされません。

繰り返し聴く（リピート再生）

REPEAT

リモコンの REPEATボタンを押すごとに下記の順に切り替
わります。

OFF

ALL

1

■ 1 曲だけを繰り返し聴く（1曲リピート）
リピートOFF時リモコンのREPEATボタンを1回押します。
“1”“RPT”インジケーターが点灯し、その曲を繰り返し再生
します。

● 通常の再生に戻るには

リモコンの REPEATボタンを 2回押します。“1”“RPT”イ
ンジケーターが消えて、リピートモードは解除され、通常の
再生に戻ります。
また、7ボタンを押して再生を停止するとリピートモードは解
除されます。

■ 全曲を繰り返し聴く（全曲リピート）
リピートOFF 時リモコンの REPEATボタンを 2回押すと
“RPT”インジケーターが点灯し、全曲を繰り返し再生します。

● 通常の再生に戻るには

リモコンの REPEATボタンを 1回押します。“RPT”インジ
ケーターが消えてリピートモードは解除され、通常の再生に
戻ります。
また、7ボタンを押して再生を停止するとリピートモードは解
除されます。

ご注意

リピート再生の設定中はランダム再生、AMS再生を行
なうことはできません。
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順不同で曲を再生する（ランダム再生）

RANDOM

停止中にリモコンの RANDOMボタンを押し、続いて 2ボ
タンを押すと、自動的に曲順を並び変えて、全曲を順不同（ラ
ンダム）に再生します。
このとき、表示部の“RNDM”（ランダム）インジケーターが点
灯します。

ご注意

ランダム再生の設定中はリピート再生、AMS再生を行
なうことはできません。

• ランダム再生中に本体またはリモコンの¢ボタンを押す
と、押すたびに本機が並べ変えた曲に移り、再生を始めま
す。

• ランダム再生中に本体の4/1、 ¡/¢ボタンを押
し続けるかリモコンの1、 ¡ボタンを押すと、再生中
の曲内をサーチします。

● ランダム再生を止めて、通常再生に戻すには
7ボタンを押し、再生を停止した状態で RANDOMボタンを
押します。
“RNDM”（ランダム）インジケーターが消えて、ランダム再生
が解除されます。

曲を好きな順番で聴く（プログラム再生）

2.

4.

1.

曲を好きな順番に並べ替えて聴くことができます。
最大 24曲まで再生する曲をプログラムできます。

1. 停止状態でリモコンのPROG.ボタンを押すと、
“PROG”インジケーターが点灯しプログラムモードに
入ります。

点灯

2. リモコンの数字ボタンでプログラムする曲を選びます。
 （例：15曲目を最初に選び、15曲目の再生時間が4分

30秒の場合）

点灯

プログラム 1曲目

3. 続いて希望の曲を2.の手順を繰り返してプログラムし
ます。最大で24曲までプログラムできます。

 （例：7曲目を選び、15曲目と7曲目の総再生時間が7分
50秒の場合）

総プログラム数 プログラムした曲の
総再生時間

4. 2ボタンを押すと、プログラムした順番に再生します。

ご注意

PROG表示中はリピート再生、ランダム再生、AMS再
生を行なうことはできません。

応用操作
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プログラム内容を変更するには

CLEAR

● プログラムした曲を取り消すには

1. 停止中、プログラムがあるとき（“PROG”が点灯中）に
CLEARボタンを押します。

2. CLEARボタンを押す度に、プログラムした曲の最後の
曲から順番に取り消されます。

● プログラム全体を消すには

プログラム再生中は、7ボタンを 2回押します。
停止中は 7ボタンを 1回押します。
0ボタンを押してディスクトレイを開けても、プログラムは
消えます。

● プログラムの追加をする場合

プログラムが残っている場合の停止状態（“PROG”が点灯し
ている状態）にプログラムを最後の曲の後に追加することがで
きます。

● プログラムで曲を選ぶとき、次のことがらに
注意してください。

• 総曲数が 10曲以上のディスクで、数字ボタンで 1～ 9曲
目を選ぶ場合、例えば 1曲目の後、3曲目をプログラムす
る場合なら 1を押し、プログラムが確定した後、3を押して
ください。確定されるとタイムが更新されます。

• また 10 曲目以降を選ぶ場合、例えば 13 曲目なら 1を押
した後、およそ 1.5 秒以内に 3を押してください。

• 総曲数が 9曲以内のディスクで、数字ボタンで曲を選ぶ場
合、例えば 4曲目の後 5曲目をプログラムする場合なら 4
を押した後、プログラムが確定してから 5を押してくださ
い。

聴きたい曲を探す（AMS再生）

AMS

聴きたい曲を探すときに便利な機能です。
停止中、 AMSボタンを押すとAMSインジケーター“AMS”
が点灯し、1曲目からディスク全曲の最初の 10秒間を次々に
再生します。
また、再生中に AMSボタンを押すと、 AMSインジケーター
“AMS”が点灯し、表示時間が約 10秒経過したら次のトラッ
クにとびます。

聴きたい曲が見つかったらもう一度 AMSボタンまたは 2ボ
タンを押します。AMSインジケーター“AMS”が消灯し、そ
の曲以降を通常再生します。

ご注意

プログラム中のAMS再生はできません。
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サウンドモード
（スーパーオーディオ CD）の切替え

■ スタートサウンドモードの切り替え
スタートサウンドモードの切り替えの階層は下記のとおりで
す。

SA-CD Mode SA-CD（出荷時設定）

CD

2.
3.
4.

2.
3.
4.

1.
5.

1. 停止中のときリモコンのMENUボタンを押します。
2. 4、¢ボタンで“SA-CD Mode=>”を表示させ、リモ

コンのENTERボタンを押します。

3. SA-CD層を読み込みたいとき、4、¢ボタンで“1 SA-
CD”を表示させ、リモコンのENTERボタンを押します。

4. CD層を読み込みたいとき、4、¢ボタンで“2 CD”を
表示させ、リモコンのENTERボタンを押します。

5. リモコンのMENUボタンを押して設定を終了します。

ご注意

本機がリピートモード、ランダムモードのときメニュー
設定に入ることはできません。

● スタートサウンドモードをCDに選択している場合

• このとき、スーパーオーディオ CD のハイブリッドレイ
ヤー・ディスクを挿入するとCD層を読み込みます。

• リモコンのSOUND MODEボタンを押してもサウンドモー
ドの切り替えはできません。

• スーパーオーディオ CDエリアのみのディスクを挿入した
場合は、スーパーオーディオCD層を読み込みます。

● スタートサウンドモードをスーパーオーディオCD
に選択している場合（初期状態）

• このとき、スーパーオーディオ CD のハイブリッドレイ
ヤー・ディスクを挿入するとスーパーオーディオ CD層を
読み込みます。

• リモコンの SOUND MODEボタンを押すと、CD層に切り
替えることができます。

• 再度、リモコンの SOUND MODEボタンを押すと、スー
パーオーディオCD層に戻ります。

■ ハイブリッドレイヤーディスクの切り替え
スタートサウンドモードを“SA-CD”に設定してください。
お買い上げ時の設定は“SA-CD”になっています。

SOUND
MODE

1. 停止中のときSOUND MODEボタンを押します。
 現在選択しているレイヤーまたはエリアがディスプレ

イに表示されます。（CD、 Super Audio CD）

 更にSOUND MODEボタンを押すと新しいレイヤーま
たはエリアへ切り替わります。

• レイヤーまたはエリアを切り替えると新たに TOCの
読み取りをおこないます。

• オーディオCD、WMA、MP3ディスクおよびスーパー
オーディオCDエリアのみのディスクのときは切り替
えができません。

• ハイブリッドレイヤーディスクでは次のように切り替
わります。

スーパーオーディオCDステレオエリア

CDレイヤー

2. 再生中のときSOUND MODEボタンを押します。
 現在選択しているレイヤーまたはエリアがディスプレ

イに表示されます。（CD、Super Audio CD）

 更にSOUND MODEボタンを押すと再生は停止し、新
しいレイヤーまたはエリアへ切り替わります。

 そのエリアで聴きたい場合は、再度2ボタンを押すと再
生を開始します。

応用操作
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デジタル出力を設定する

設定はリモコンで操作可能です。
また電源を切っても保持されますので、常にお好みの状態で
再生を楽しむことができます。
再び設定を変更するには同じ操作で変更します。
設定は停止中のとき変更できます。

■ オーディオCDまたはスーパーオーディオ
CDの CDレイヤー再生時

DIGITAL
OUT

● デジタル出力オフ（DIG.OUT OFF）操作

停止中のとき DIGITAL OUTボタンを押す度に、オン／オフ
が繰り返され、デジタル出力OFF 時にはディスプレイに“D 
OFF”が点灯します。

• デジタル出力を使用しない場合、デジタル出力OFFにする
と、アナログ出力でより良い音質で楽しむことができます。

ご注意

デジタル出力はオーディオ CD またはスーパーオー
ディオ CDの CDレイヤー再生時のときのみ出力され
ます。
その他メディア再生時のときは出力されません。
デジタル出力オフは、ラストメモリー機能を持ってい
ます。ディスクの交換や電源を切っても設定を記憶し、
変更されません。

D/A コンバーターとして使用する
（DACモード）

2.

1. リアパネルのDIGITAL AUDIO IN 端子と CD トランス
ポートやMDレコーダー等、デジタル出力を備えた機器
を接続します。

2. 本体またはリモコンのDAC MODEボタンを押します。
フロントパネルのDAC MODEインジケーターが青色に
点灯します。

3. LCDディスプレイには入力された信号のサンプリン
グ周波数（32kHz、44.1kHz、48kHz、64kHz、88.2kHz、
96kHz）が表示されます。

ご注意

• 本機が DACモードのとき、音声出力はアナログのみ
です。

• 本機に入力できるのは、サンプリング周波数が 
32kHz、44.1kHz、48kHz、64kHz、88.2kHz、96kHz
のリニア PCM信号です。

 CD-ROM、ドルビーデジタル、DTS、AACなどのリ
ニア PCM信号以外の信号は入力しないでください。
雑音が発生し、スピーカーを破損する恐れがありま
す。

• CS 放送の Aモード→ Bモードなど、サンプリング
周波数が切り替ったときには、1～ 2 秒程度ミュー
ティングが働き、音が途切れることがあります。

• 接続した機器のデータにジッタなどが多く、再生で
きないとき、LCDディスプレイに下記の様に表示さ
れます。

4. DACモードを解除して、ディスク再生モードにもどり
たいとき、再度本体またはリモコンのDAC MODEボタ
ンを押してください。フロントパネルのDAC MODEイ
ンジケーターが消灯します。

応用操作
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応用操作

フィルターの選択

DACモード、ディスク再生モードのどちらのときでもフィル
ターの設定ができます。
FILTERボタンを押す度に、FIL1 → FIL2 → FIL1 と切り替わ
ります。
「フィルター」はラストメモリー機能を持っていますので、
ディスクの交換や電源を切っても設定を記憶し、変更されま
せん。
フィルターの設定はCD（DAC、CD、MP3）／SA-CDそれぞれ
を設定することができます。
DACモード時またはWMA／MP3の音楽データディスク再
生時は、オーディオCDと同じ設定になります。

■ フィルターの選択表
スーパーオーディオCD再生時、オーディオCD再生時にそ
れぞれ 2種類のフィルター特性を内蔵し、それぞれの音質は
異なる特長を持っています。お好みにあわせて切り替えてく
ださい。

フィルターの
種類

オーディオCD
スーパーオーディオ

CD

FIL 1

音の情報量が多く、
奥深い音像や音源の
位置関係が明確に
再現されます。
（非対称型フィルター
スローロールオフで
す）
（※出荷時の設定で
す）

DSD データ ( スー
パーオーディオ CD
の記録信号 ) に対
してフィルタリング
をしないダイレクト
モードです。オリジ
ナルソースデータを
そのままに再現し、
素のままの質感と空
間が再現されます。
（※出荷時の設定で
す）

FIL 2

音の情報量が多いと
ともに、音の輪郭が
はっきりする傾向で
す。
（非対称型フィルター
シャープロールオフ
です）

音の情報量が多く、
奥深い音像や音源の
位置関係が明確に
再現されます。

ご注意

スーパーオーディオ CD高音質ステレオエリア再生時、
各フィルターでアナログ出力レベルが少し変わりま
す。

表示やイルミネーションランプを消す
（ディスプレイ（DISPLAY）操作）

LCD ディスプレイやイルミネーション･ランプ（ブルー色）を
オン／オフするときに使用します。
（ディスプレイの状態は 2種類あります。）

1. LCDディスプレイやイルミネーション･ランプ（ブルー
色）が点灯するモード。

 再生中DISPLAYボタンを押す度に、LCDディスプレイ
やイルミネーション･ランプ（ブルー色）が同時にON／
OFFの繰り返しをします。

 ディスプレイオフ設定時はディスプレイオフ・インジ
ケーター（赤色）が点灯します。

• 関 連するボタンをどれか押した場 合（ 例えば 0

（OPEN/CLOSE）ボタンや 7（STOP）ボタン、¢ボ
タン等の操作をしたときは自動的に LCDディスプレ
イが点灯しますが、ディスプレイオフ・インジケーター
（赤色）はこのときも点灯した状態のままになっていま
す。また、この状態から演奏を開始して 2秒後には自
動的に LCDディスプレイが消灯します。

• 停止中に DISPLAYボタンを押しても LCDディスプ
レイやイルミネーションランプ（ブルー色）は消灯しま
せん。この時、ディスプレイオフ・インジケーター（赤
色）が点灯していれば、ディスプレイオフ設定されて
います。

2. LCDディスプレイの表示だけをさせる設定。（イルミネー
ション･ランプ（ブルー色）は常に消灯）

 お買い上げの状態ではイルミネーション･ランプ（ブルー
色）は点灯しています。このイルミネーション･ランプ（ブ
ルー色）をディスプレイオン、オフ操作とは関連なく常に
消灯状態にします。

● 変更方法（STOP時に変更可能です。）

1. 再生中の場合は7（STOP）ボタンを押し停止させます。
 設定操作はリモコンのDISPLAYボタンを2秒以上押し

続けます。

2. イルミネーション･ランプ（ブルー色）が点灯している場
合は消灯し、消灯設定になります。

 消灯設定から点灯設定に変更したい場合は、同じ操作で
DISPLAYボタンを2秒以上押し続け点灯設定にします。

• この変更ではイルミネーション･ランプ（ブルー色）消
灯設定は電源を切っても保持され、再び点灯設定に設
定変更するまで消灯しています。

• LCD ディスプレイやイルミネーションランプ（ブルー
色）のオン／オフ設定は電源を切っても保持されます。
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困ったときは
困ったときは下記の項目を確認してください。
下記の項目を確認しても直らない場合は、お買い上げになった販売店もしくはお近くの株式会社マランツコンシューマーマーケ
ティング各営業所、お客様相談センター、または当社サービスセンターにご相談ください。

現象 原因 処置

ディスクが回らない。

電源プラグがコンセントから抜けてい
る。

電源プラグをコンセントに差し込んでください。
（→ 14ページ）

本機の電源が入っていない。
本機の電源をオンにしてください。
（→ 15ページ）

ディスクが正しい位置に入っていな
い。

ディスクを正しく乗せてください。
（→ 15ページ）

ディスクが裏表さかさまに入ってい
る。（ディスクの印刷面が下になって
いる）

ディスクを正しく乗せてください。
（→ 15ページ）

DACモード設定になっている。
ディスクモードに切り換えてください。
（→ 24ページ）

ディスクが途中で回らなくなり、止ま
る。

ディスクが汚れている。
ディスクの表面をきれいにしてください。
（→ 29ページ）

ディスクに傷がついている。
傷が多いディスクの場合、再生できないことがあ
ります。

ディスクが反っている。
ひどく反ったディスクの場合、再生できないこと
があります。

ディスクは回るが音が出ない。

アンプ・スピーカの接続が正しくない。
ケーブル類を正しく接続してください。
（アンプの説明書をご覧ください。）

アンプの電源がオンになっていない。
アンプの電源を入れてください。
（アンプの説明書をご覧ください。）

アンプのファンクション又はセレク
タースイッチが“CD”または“AUX”等
（本機と接続した端子）に切替えられて
いない。

アンプのファンクション又はセレクタースイッチ
が“CD”または“AUX”等（本機と接続した端子）に
切替えてください。
（アンプの説明書をご覧ください。）

アンプのボリュームが最小になってい
る。

アンプのボリュームを調整してください。
（アンプの説明書をご覧ください。）

リモコン操作ができない。

本機とリモコン間の距離が遠すぎる。
本機に近づいて、操作範囲内で操作してくださ
い。（→ 9ページ）

本機とリモコン間に障害物がある。 障害物を取り除いてください。（→ 9ページ）

リモコンの電池が切れている。
電池を全て新しいものに取り替えてください。
（→ 9ページ）

本機の受光窓に強い光が当たってい
る。

受光窓に強い光が当たらないようにしてくださ
い。（→ 9ページ）

後面のREMOTE CONTROLスイッ
チが EXTERNAL 側になっている。

本 機を単 独で使 用する場 合、 スイッチを
INTERNAL 側にしてください。（→ 18ページ）

CD-R/CD-RWディスクが再生できな
い。

ディスクが裏表さかさまに入ってい
る。

ディスクを正しく乗せてください。
（→ 15ページ）

記録されている情報が音楽用（CD-
DA）フォーマットではない。または指
定のMP3／WMAファイルが正しく
記録されていない。

本機に対応した正しい情報を記録してください。
（→ 27ページ、29ページ）

スーパーオーディオCDハイブリッド
ディスクのサウンドモードが切り替わ
らない。

スタートサウンドモードをCDに選択
している。

スタートサウンドモードをスーパーオーディオ
CDに選択してください。（→ 23ページ）
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■ WMAの再生について

• Windows Media は、米国MicrosoftCorporation の米国
およびその他の国における商標です。

• WMA とは、「Windows Media Audio」の略で、米国
Microsoft Corporation によって開発された音声圧縮技術
です。WMAデータは、Windows Media® Player Ver.7、
7.1、Windows Media® Player for Windows® XP、または
Windows Media® Player 9Series を使用してエンコード
することができます。

• ISO9660 レベル 1/ レベル 2の CD-ROMファイルシステ
ム、および拡張フォーマット（Joliet、Romeo）に準拠して記
録したディスクを使用してください。

• マルチセッションには対応していません。

• DRM コピープロテクトのかかったWMAファイルは再生
できません。

• WMAファイルは、米国MicrosoftCorporation の認証を
受けたアプリケーションを使用してエンコードしてくださ
い。もし、認証されていないアプリケーションを使用する
と、正常に動作しないことがあります。

● WMAファイル

規格

Microsoft Windows Media Audio 
9.2 準拠
以下は対応外
•WMA9シリーズProfessional
• WMA9シリーズVoice
• WMA9シリーズ Lossless
• Video 有りWMA

拡張子 .wma

ビットレート [kbps] CBR：48/64/80/96/128/160/192

サンプリング

周波数 [kHz]
44.1

チャンネル 2ch（Stereo）

● Windows Media DRMについて

Windows Media デジタル著作権管理 (DRM)( 以下、
WMDRM) は、コンピューター、デジタルオーディオプレー
ヤー、ネットワーク機器などの再生を防いだり、デジタルコ
ンテンツを安全に配信するためのプラットフォームです。

WMDRMで保護されたコンテンツはWMDRMの機能を有す
るメディアサーバーと接続したときのみ再生できます。

本機はWMDRMで保護されたコンテンツに対応していませ
ん。

■ MP3 の再生について

• ISO9660 レベル 1/ レベル 2の CD-ROMファイルシステ
ム、および拡張フォーマット（Joliet、Romeo）に準拠して記
録したディスクを使用してください。

• MPEG1 オーディオレイヤー3 のサンプリング周波数
44.1kHz で記録されたファイルに対応しています。それ以
外で記録されたファイルは“No File”と表示され、再生する
ことができません。

• 可変ビットレート（VBR：Variable Bit Rate）には対応して
いません（再生できる場合、表示窓の時間表示が速くなっ
たり、遅くなったりします）。

• マルチセッションには対応していません。

• 音質的には、記録ビットレート 128kbps 以上をお勧めし
ます。

● MP3 ファイル

規格 MPEG-1 Audio Layer3

拡張子 .mp3

ビットレート
[kbps]

MPEG-1 Audio Layer3 の場合
32/40/48/56/64/80/96/112/128
/160/192/224/256/320

サンプリング
周波数 [kHz]

MPEG-1 Audio Layer3 の場合
44.1

チャンネル 2ch（Stereo）

エンファシス OFF
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仕様・外観寸法図

スーパーオーディオCD オーディオCD

オ－ディオ特性
アナログ出力
チャンネル
再生周波数範囲
周波数特性
ダイナミックレンジ
S/N比（A-Weighted）
高調波歪率（1kHz）
ワウフラッタ－

2チャンネル
2 Hz ─ 100 kHz

2 Hz ─ 50 kHz（-3dB）
112 dB
110 dB
0.0010 ％
水晶精度

2チャンネル
2 Hz ─ 20 kHz

2 Hz ─ 20 kHz（-0.15 dB）
100 dB 以上
110 dB
0.0015 %
水晶精度

アナログ出力レベル
アンバランス
ヘッドフォン出力

デジタル出力
ピンジャック
角型光コネクタ－（光出力）
デジタル入力
角型光コネクター（光入力）

2.4 V  RMSステレオ
30 mW／32Ω（最大可変）

──
──

──

2.4 V  RMSステレオ
30 mW／32Ω（最大可変）

0.5 Vp-p （75 Ω）
-19 dBm

-17.5 dBm～ -23 dBm

光学読み取り方式
レ－ザ－
波長

AlGaAs
650 nm

AlGaAs
780 nm

信号方式
サンプリング周波数

1ビットDSD
2.8224 MHz

16 ビット・リニアPCM
44.1 kHz

● 電源部

電源  ...........................................................AC 100 V  50/60 Hz
消費電力（電気用品安全法） ..................................................20 W

● キャビネット・その他

最大外形寸法（幅×高さ×奥行き）
   .......................................（SA-13S2）440×127×419 mm
   .......................................（SA-15S2）440×123×419 mm
質量  ...............................................................（SA-13S2）14.7 kg
   ...............................................................（SA-15S2）13.5 kg
許容動作温度 ......................................................＋5 ℃～＋35 ℃
許容動作湿度 .................................. 5～90 ％（結露のないこと）

● 付属品

• リモコン .......................................................................................1
 （幅×高さ×奥行き） ...........................48.5×20×227.5 mm
 質量（電池なし） ................................................................. 160 g
• 単四乾電池（R03）.................................................................. 2個
• 電源コード .............................................................................. 1本
• オーディオケーブル ............................................................. 1組
• リモート接続ケーブル ......................................................... 1本
• 取扱説明書（本書） ................................................................. 1冊
• 保証書 ...................................................................................... 1枚

本機の規格および外観は改良のため予告なく変更することが
ありますのでご了承ください。 
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SA-13S2

SA-15S2

CLASS 1 LASER PRODUCT 
LUOKAN   1   LASERLAITE 
KLASS 1 LASERAPPARAT 
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ディスクの取扱い方

★ ディスクの表面にキズをつけないよう大切に扱ってく
ださい。

★ ディスクの表面はいつもきれいに

ディスクの表面をふく時は必ず専用のクリーナーを使用して
図のようにふいてください。

• 放射状方向にふいて
ください。

• 円周方向には、
ふかないでください。

★ ディスクのレーベル面に紙やシールを貼らないでくだ
さい。

ディスクにセロハンテープやレンタル CDのラベルなどの糊
がはみ出したり、剥がした痕があるものはお使いにならない
でください。そのままプレーヤーにかけるとディスクが取り
出せなくなったり、故障する原因となることがあります。

★ 特殊な形のディスクは使用しないでください。

ハート型、八角形、名刺型など特殊形状のディスクは使用し
ないでください。取り出せなくなったり、機器の故障の原因
となることがあります。

★ ディスクレーベル面に マークの入ったものなど
JIS規格に合致したディスクをご使用ください。

CD 規格外ディスクを使用された場合には、再生の保証は致
しかねます。また、再生できた場合であっても音質の保証は
致しかねます。

★ ディスクを大切にするため次のような場所に置くこと
は避けてください。

• 直射日光を受けたり、暖房器具などの発熱体に近い場所

• 湿気やホコリの多い場所

• 窓ぎわで雨などかかるおそれのある場所

★ ディスクはケースに入れて正しく保管しましょう。

■ コピーコントロールCD（コピーガード付
CD）について

コピーコントロールCD（コピーガード付CD）は、現在のCD
規格に準拠していない特殊なディスクであり、当社としまし
ては、お客様のCD再生機器による再生の状態を保証致しか
ねます。
通常CDを用いての再生時には支障なく再生ができ、これら
の特殊ディスク再生時においてのみ支障をきたす場合につき
ましてはお客様のCD再生機器の不具合ではございません。
なお、コピーコントロール CDに関する詳細につきましては
コピーコントロール CDの発売元にお問い合わせ戴きますよ
うお願いいたします。 

■ CD-R/CD-RWディスクの再生について
本機では従来のオーディオCDやCD-R（Recordable）に加え、
CD-RW（ReWritable）ディスクの再生も可能です。

• CD-R や CD-RWの再生では必ずTOC* が正しく記録され
ていることが必要です。CDレコーダーではTOC情報を書
き込むことをファイナライズ（Finalize）といい、この作業が
正常に完了していないディスクは、普通のCDプレーヤー
やスーパーオーディオ CDプレーヤーではオーディオ CD
として正しく認識されず再生することができませんので十
分ご注意ください。詳しくはCDレコーダーの取扱説明書
をご覧ください。

 *  TOC（トック）とはTable Of Contents の略で、ディス
クの総曲数や総演奏時間などの目次情報のことです。

• 本機は音楽CDフォーマット、WMA/MP3の音楽データが
記録されたCD-R/CDRWディスクを再生することができま
す。ただし、ディスクによっては「再生できない」、「ノイズ
が出る」、または「音が歪む」などが起こることがあります。

• 本機は再生専用機です。CD-R/CD-RWディスクに録音す
ることはできません。

• CD-RWディスクを再生する場合、プレーヤーの設定を一
部変更するため、オーディオCDや CD-R に比べ TOCの
読み込みに若干時間がかかることがあります。

• パソコンで記録したディスクは、アプリケーションの設定、
および環境によって再生できないことがあります。正しい
フォーマットで記録してください。（詳細はアプリケーショ
ンの発売元にお問い合わせください。）

• パケットライト方式で記録されたディスクは再生できません。

• ミックス・モードCD／エンハンスドCDや DTS CDディ
スクを再生することはできません。

• CD-G、ビデオCDや DVDディスクを再生することはでき
ません。

■ DualDisc の再生について

• “DualDisc”は、片面にDVD規格準拠の映像やオーディオ
が、もう片面に CD再生機での再生を目的としたオーディ
オがそれぞれ収録されています。

• DVD面ではないオーディオ面は一般的なCDの物理的規格
に準拠していないために、再生できないことがあります。

• “Dua lD isc”の仕様や規格などの詳細に関しましては、
ディスクの発売元または販売元にお問い合わせください。

SA-13S2 and SA-15S2_F.indd   29SA-13S2 and SA-15S2_F.indd   29 09.2.23   9:12:00 AM09.2.23   9:12:00 AM



30

応
用
接
続

応
用
操
作

困
っ
た
と
き
は

そ
の
他

基
本
操
作

基
本
接
続

各
部
の
名
称

そ
の
他

その他

■ お手入れ

• セットが汚れたときは柔らかい布でからぶきしてください。
汚れがひどいときは食器用洗剤を 5～ 6倍にうすめ、やわ
らかい布に浸し、固く絞って汚れをふきとったあと、乾い
た布でからぶきしてください。

• アルコール、シンナー、ベンジン、殺虫剤など揮発性のも
のが付着すると塗装がはげたり、光沢が失われることがあ
りますから絶対にご使用にならないでください。また、化
学ぞうきんでこすったり、長時間接触させたままにしてお
きますと変質したり、塗料がはげたりすることがあります
のでご注意ください。

■ ステレオ 音のエチケット
楽しい音楽も時と場所によっては気になるものです。隣近所
への配慮（思いやり）を十分にいたしましょう。
ステレオの音量はあなたの心がけ次第で大きくも小さくもな
ります。特に静かな夜間には小さな音でも通りやすいもので
す。夜間の音楽観賞には特に気を配りましょう。窓を閉めた
り、ヘッドホンをご使用になるのも一つの方法です。お互い
に心を配り、快い生活環境を守りましょう。

■ 著作権について

• 放送や、レコ－ド、その他の録音物（ミュ－ジックテ－プ、
カセット、オーディオCDなど）、音楽作品は音楽の歌詞、
楽曲などと同じく著作権法により保護されています。

 したがって、それから録音したテ－プを売ったり、譲った
り、配ったり、貸したりする場合、および営利（店のBGM
など）のために使用する場合には、著作権法上、権利者の
承諾が必要です。

• 使用条件は場合によって異なりますので、詳しい内容や
申請その他の手続きについては「日本音楽著作権協会」
（JASRAC）の本部または最寄りの支部にお問い合わせくだ
さい。

■ 保証・アフターサービスについて

1. この商品には保証書を別途添付してあります。

 保証書は「販売店印・保証期間」をご確認の上、販売店から
お受け取りいただき、よくお読みの上、大切に保存してく
ださい。

2. 本体の保証期間はお買い上げ日より1年間です。

 お買い上げ販売店又は弊社営業所で保証記載事項に基づ
き「無料修理」いたします。

3. 保証期間経過後の修理について。

 修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望
により有料修理致します。

4. 当社はこの製品の補修用性能部品を製造打切後最低8年
間保有しています。

5. 補修用部品の詳細・ご贈答・ご転居等アフターサービスに
ついての不明な点は、お買い上げ販売店または取扱説明
書の裏面に記載の弊社営業所に遠慮なくご相談くださ
い。

6. 修理を依頼される際には、お手数ですがもう一度“困った
ときは”をご参照の上よくお調べください。それでも直ら
ないときは、必ず電源プラグを抜いてから、お買い上げ販
売店または当社営業所、サービスセンターにご連絡くだ
さい。

ご連絡いただきたい内容

1） 品名 スーパーオーディオCDプレーヤー

2） 品番 SA-13S2／SA-15S2

3） シリアルナンバー（製造番号）

4） お買い上げ日 年　月　日

5） 故障の状況（できるだけ具体的に）

6） ご住所

7） お名前

8） 電話番号
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